
２・３時間目を使って今年

度第１回目の「体力測定」を

行いました。日本でもこの時

期には「新体力テスト」が実

施されています。ドーハ日本

人学校も基本的に国内の種目

に準じて行っています。実施

種目は・握力・上体起こし・

長座体前屈・反復横とび・立

ち幅とび・２０ｍシャトルラ

ン・ソフトボール投げ・５０

ｍ走・垂直跳びの９種目です。

(日本では垂直跳びは行われて

いません。またソフトボール

投げは昨年度実施できません

でした。)この中で５０ｍ走と

ソフトボール投げについては、

場所の関係で後日行う予定に

しています。

何度も触れるようですが、

この国では普通に生活してい

ると日本に比べて明らかに運

動量が不足していきます。ス

クールバスでの登下校、長期

間戸外で運動ができないこと

など、子ども達は非常に厳し

い条件の中で生活しています。

だからこそ体力・運動能力の

維持向上に対して敏感でなけ

ればならないと思います。

旧ドーハ日本人学校は民家

を校舎として利用していたた

め、全く運動できるスペース

がなく、子ども達は本当にか

わいそうでした。この国での

滞在年数が長い子ほど体力的

に落ち込みが激しく、また動

きにもぎこちなさが目立って

いました。当時はどうやって

体力・運動能力を高めるかで

はなく、どうやって現状を維

持あるいは落ち込みを少なく

するかが大きな課題でした。

今考えると、本当に悲惨な状

況だったと思います。

そんなことにならないよう

に、子ども達自身が自分の体

力・運動能力に関心を持ち、

普段から体を動かすことに意

識を向けることができるよう

にすることが重要だと考えて

います。

今日はどの種目にもみんな

一生懸命取り組んでいました。

大切なことは、この結果をど

う生かしていくかです。学校

でもしっかり考えていきたい

と思います。

第２８号 校長室便り 平成２２年５月２３日

校長室便り
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日本人学校

校長
酢谷昌義

｢保護者会｣
大変お世話に
なりました

金曜日には、お休みのとこ

ろ早朝から保護者会にお出か

けいただきありがとうござい

ました。お陰様で今年度の学

校運営理事会保護者代表が決

まりました。

新設校の立ち上げ時という

こともあり、錦見様・土江様

にはこの１年間本当にお世話

になりました。またこれから

先、何かとご面倒をおかけす

ることになると思いますが、

舟木様・中山様には何とぞよ

ろしくお願いいたします。

保護者会の記録をまとめて

いただいておりますので、本

日配付いたしました。ご確認

のほどよろしくお願いいたし

ます。
「垂直跳び」 「握力」

「立ち幅とび」

「反復横とび」
「上体起こし」



スポーツテストと呼ばれる

ものはずいぶん以前から行わ

れ、誰もが経験しています。

現在の「新体力テスト」となっ

たのは平成１１年からですが、

それまでと実施種目にいろい

ろな違いがあります。なぜ種

目等に変更が加えられたかと

いうと、長寿社会となり高齢

者も参加できる安全性の高い

テストが必要になったためと、

実施時間の短縮が必要になっ

たことからだそうです。

確かにそういう必要性もあっ

たでしょうが、実際に子ども

達と毎年取り組んでいて感じ

たことは、それだけの理由で

はないのではないかというこ

とです。測定そのものが難し

くなった、あるいはできなく

なった種目もあるからです。

懸垂(斜懸垂)や連続逆上がり

は、１回もできなという子ど

もがいつの頃からか目立つよ

うになりました。ジグザグド

リブルは異常に時間がかかる

ようになりました。背筋力は

肩や腰へかなりの負担がかか

るのは事実ですが、それでケ

ガをすることが出てきました。

踏み台昇降運動では、３分間

の上り下りが最後までできな

い子どもが増えてきました。

中学生以上が行う長距離走で

は、はじめから全力を出そう

としない生徒が目立つように

なりました。このような状況

では調査にならないというこ

とも言えます。

記録の落ち込みも大きく、

昭和６０年以降子ども達の体

力は全体的に低下傾向になり、

最近下げ止まりの傾向は見ら

れるものの長期に低迷してい

るのが実態です。

このような状況から、全国

の小学５年生と中学２年生が

全員テストを受け、その結果

も全員のものを報告すること

になりました。これは第１に

体力の問題、特に子ども達の

体力の状況に深刻な問題があ

ることを、広く全国の子ども

自身とその親に知らせること

が目的でした。

それだけ子ども達の体力の

問題は、今とても大きな課題

になっているのです。頭を鍛

えることと同じように、ある

いはそれ以上に心と体もしっ

かりと鍛えていくことが、こ

れからますます重要になって

きているのだと思います。
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中学部「シャトルラン」

「２０ｍシャトルラン」：みんなこれ以上は無理というところまで精一杯頑張りました



私が子ども達の体力を気に

かけているのは、健康つくり・

子ども達の健やかな成長とい

うことはもちろんですが、学

習面にも大きく影響している

と考えているからです。特に

「持久力」と学習との関係は

深いように思います。

姿勢を保つためにも筋力が

関係していますが、学習中に

同じ姿勢を保持し続けるため

には「筋持久力」が必要です。

背筋を伸ばした姿勢で学習を

受けられるかどうかは、その

時間の学習内容の理解度に影

響を与えるとも言われます。

ところが最近はすぐに背筋

が曲がり、前屈みになってし

まう子どもがとても多いよう

に感じます。その結果、教科

書やノートと目の距離が近く

なってしまい、視力に悪影響

を与えてしまうことにもつな

がっています。

姿勢の例だけでなく、いろ

いろな運動を続けるための持

久力が不足している子どもは、

精神的にもあきらめの早い面

があるように思います。特に

自分にとって苦手なことや困

難なことに対した時に、その

傾向が強く表れるように思い

ます。しかしそういう場面で

粘り強さが発揮できなければ、

自分をより良く変えていくこ

とはとてもできません。

この精神的な粘り強さが体

力面の持久力と関係している

とすれば、子ども達の体力に

関し、もっとしっかりと考え

ていかなければならないと思

います。

学校で重要な課題の１つは、

できないことをできるように

して、人間としての可能性を

高めていくことではないかと

考えています。体力と気力の

関わりが深いというので、た

だ運動の機会を与えればよい

ということではなく、様々な

身体運動ができるようにして

いかなければなりません。良

くできないまでも、少しでも

上達させることによって、運

動に対して前向きに頑張れる

ようにしてやることが大切で

す。特に学年が下がるほどそ

れが重要だと思います。

気力･体力共に充実させるた

めの取り組みを、十分に考え

ていきたいと思います。

第３０号 校長室便り 平成２２年５月２５日
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オープンスクールの
発表に向けて

６月４日のオープンスクー

ルで「ミニミニ発表会」を計

画しています。

今日はその中で披露する音

楽発表の練習を、全校音楽の

時間に行いました。児童生徒

数が増え、歌も演奏もだんだ

んと聞き応えのあるものになっ

てきました。

当日保護者のみなさんはも

ちろん、多くの方に見ていた

だきたいと思います。

「上体起こし」 低･中学年「反復横とび」

「垂直とび」

高学年･中学部「反復横とび｣「長座体前屈」

合唱「カントリーロード｣



昨日お知らせしましたが、

オープンスクールでの「ミニ

ミニ発表会」に向けた音楽練

習が行われました。

その練習が終わってから、

先生方がそれぞれ感想やより

良い発表に向けてのアドバイ

スをされました。先生方が話

されることを、子ども達はみ

んな真剣に聞いていました。

やはり誰もがいい発表にした

いという思いがあるからだと、

子ども達が聞いている姿を見

て感じました。

私からは、もっと素晴らし

いものにするために「ほんも

のをめざそう」という話をし

ました。子ども達が増えたこ

とで、合唱も合奏もとても迫

力が出てきました。しかしま

だまだ力を出し切っていない

部分があります。そこで周り

の友達に頼るのではなく、自

分一人でも歌える･演奏できる

というところまで精一杯頑張

ろうと呼びかけました。

この「一人でもできる」と

自信を持って言えるところま

でやれば、緊張した場面でも

力が発揮できないというよう

なことはまずありません。み

んながそこまで頑張れたら、

きっと素晴らしい発表にでき

ます。さらに良いことは「や

ればできる」というとても大

切な自信を身につけることが

できるのです。

ところが一人ではできない

という状況では、うまくいく

かどうかは周囲の影響を受け、

力が発揮できなかった時もそ

の責任は自分ではなく周囲へ

と転嫁してしまうことになり

ます。これでは少しも自分の

力を伸ばすことになりません。

この話は昨年の開校式の前

にもし、そのことを記憶して

いた子どももいました。誰も

が「一人でもできる」と胸を

はって言えるように、しっか

りと取り組んでほしいと思い

ます。そして、みんなが「ほ

んもの」の力を身につけてく

れたら何よりだと思います。

第３１号 校長室便り 平成２２年５月２６日

校長室便り
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酢谷昌義

全校合奏｢あしたがあるさ｣

１・２年生｢ドレミの歌｣
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３・４年生｢こどもの世界｣ 高学年･中学部｢太陽がくれた季節｣

昨年の開校式での発表



５月も終わりになり、今年

度がスタートして早くも２か

月が経とうとしています。学

校全体の動きも軌道に乗って

きて、落ち着きも出てきたよ

うに感じます。誰もが学校生

活に「慣れた」状態になって

きたのだと思います。

こういう時に改めて意識さ

せたいことがあります。それ

は「目標」です。新年度がス

タートした時には、誰もがこ

の１年は「こんなことを頑張

りたい」「ここを良くしてい

きたい」というような目標を

持っていました。ところがそ

ういう前向きな気持ちも、慣

れるのとともに薄れていって

しまうことがよくあります。

これは子ども達だけの問題

ではありません。私達指導す

る側も同じです。日々繰り返

されることの中に教育的な意

義を見出しながら、または確

かめながら進めていかなけれ

ば、より良い実践にはしてい

けないと思っています。

各教室には、それぞれのク

ラスにふさわしい学級目標が

掲示されています。子ども達

の想いと担任の先生の願いが

一緒になってできたものです。

学級目標の近くには個人目標

も掲げられています。その目

標を達成するために、毎日様々

なことに取り組み頑張ってい

るのですが、その意識がとか

く薄れてしまう時期になって

くるのではないかと思います。

声高に「目標！目標!!」と

叫ぶ必要はありませんが、機

会を捉え改めて意識させてい

くことが必要だと思います。

目標とするものを心の片隅に

でも置いているかどうかは、

取り組みそのものに大きく影

響してくるからです。

素直な子ども達だからこそ、

目標を意識することの大切さ

を学んでほしいと思います。

そして一日一日を充実したも

のにしていけたら、どんなに

素晴らしいだろうと思います。

第３２号 校長室便り 平成２２年５月２７日

校長室便り
（文 責）

ドーハ
日本人学校

校長
酢谷昌義

５・６年生

１・２年生

案内状にてお知らせしてあ

りますが、明後日(５月２９日

･土曜日)の午後１時から昨年

に引き続き「日本語スピーチ

大会」が開催されます。

これは大使館とドーハ日本

人学校との共催事業として行

われるものです。

カタールで日本語を学んで

いる方々と交流ができるまた

とない機会です。また今回も

大使館から軽食(日本食)が準

備されています。

せっかくのお休みの日では

ありますが、都合がつきまし

たらぜひご参加いただきます

よう再度ご案内させていただ

きます。

第２回「日本語スピーチ大会」

第１回｢日本語スピーチ大会｣の様子

３・４年生 中学部


